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はじめに

利尻島白鳥類については、従来からの調査・観察等により、日本圏内では冬鳥とされているハギ

マンコI ギノザンマンコが夏にも観察され、繁殖の可能性があることや、道内では置来が局地的で

暖かい地方に多いコンアカ yパメの車殖カ句在恕されている等、比較的興峠探い。

しかしながら現在白ところ、冬聞の記揖や長販問に置つての記掃が十分でなく、 1 年を通しての

鳥棺はよく知られてい低い状態である;

そこで、世来からの報告等と、十分ではないが肝年 1 月 -12月までに私が行な勺た観察を整理し、

利尻島の鳥類についてまとめてみた。

1.6741-71
674 ト62

6ア41-51 6741-52 ，，，肱欄阿鳳.

一

図 l 、利尻鳥瞳意図と主江観察地犠(監察軍が観察地場)

(国土地怨院 5 万分の 1 r利尻島 J を使用し、

それに環境斤メッ νュをかぶせた)
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1 従来白調査

これまでに多く白人が制民島を訪れ、調査 恒棄を重ねているが、それらの中で代量的fるものを

記す.

黒図星久(I田5年 6 月〉剖H臼橿を阻察

故中村幸雄氏【1952年}も圃察したとされているゾベリヤセ μニュウの記晶がある.

故高野伸二(19田年 7 月) 24科67植を観察

制尻島では、春の旅烏として慨察される、 yロハラと車には珍しいワタリガラスの紀踊がある.

依中西悟堂(19田年 8 月) 201436植を観察

。策京農業大学第 l 高等学位(目65年 6 月) 22科49植を観察

北海道では比般的帽な、ノジコ イワヒパリの10時がある

'"羽田大学生物同好会(I冊。年 7 月) 28科暗躍を観察

ハギマユノコの幻鳥を鴛泊畳山道〈輔高!日Om) でgo蹄がある。

2 観察地捜と鳥頬相の概要

観車は海上、海岸、平野郎、調沼(草地を吉む〉、山体liIIにー宜的ポイントを設けて行った〈図

1#聞) .但し、嵩上についてほ利尻~稚内聞フェリーの上からの観車も乗船するごとに行勺た.

豆、山林郁については見返台園地{揮高5OOm) より下の地援が主である.

①海上

Eはウミネコ、オオセグロカモメ、ウミウ、ヒメウが多〈鰻察される.冬では、海ガモ頬を中心

に大形カモメ類、ウミスズメ科、アビ料、カイツプリ科白櫨が髄察される。海ガモ類では γ ノリガ

モ、ウ、アイサが多く、コオリガモ、クロガモは数も少江〈観察される地授も阻定さオ弘クロガモ

についてはニッ石で30羽前後が観察されるだけである。ウミスズメ科では、ハンプトウミガラスが

鴛拍港内で普通に観察され、ウミガラスが行動を共にしていることが多い。

瞳りの時期には、ミズナギドリ科の 3櫨やアカエリヒレアソザギの北上する大群や、散は少ない

がアジサ ν類、小形カモメ類〈ユリカモメ、カモメ、ミツユピカモメ〕が観聾される。

②海岸

Eは、海上で観察される橿とハクセキレイ、キセキレイ、イソヒヨドリが担察され、冬になると

大都カモメ額やウ科だけに伝り、ポンモソリに瞳来するオジロワユノ町一つがいが目を引く.

量りの時期には、シギ、チドリ科の檀が抜打ち障の岩砲で鉱をと勺ている聾が自につくが、個体

散は少江〈そのほとんどが若鳥である.又、タヒパリの群れも海草の打ちあげられた岸辺に少散(10

-15羽)の群れで圃察される.
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③平野部

車は 1 番烏相の豊富江田境域になり、ヒタキ科、アトリ科を中心にヒパリ料、ホオジロ料、モズ

科の楢が観察され、ノピタキ、ノゴマ、ゾマセンニュウ等は道路脇や民軍捕でさえづりがよく聞か

れる。上空では、アマソパメ、ハリオアマ Yパメ白飛ぷのが観察される。しかし、冬になると互の

にぎわいとー'ーしてスズメとカラス〈ハソプト ハソポリ ワタリ)だけになってしまっ。

渡りの時期には、 Y グミ、ジョウビタキ、オオマシコ、メジ口、カ yラダカ、ミヤマホオジロと

いった待Jが誼来し、初冬にはペニヒワやソメナガホオジロも観察される。

④湖沼

宜に、水面に組察できるのはオンドリだけで、回りの湿地や岸辺にキセキレイ、アオサギが嗣察

される。冬は胡面が桔氷し、鳥類を盟察することはな L 、。

控りの時期にはガン、カモ科、ンギ科、サギ科が主で、これらもやはり担体散はC少なく一種あた

り 2- "1'1である。文、ハジロクロハラアジサンカ句虫特の飛珂で餌をと勺ているのも観察される。

⑤山林部

亙は、ヒタキ科中森林性の離を中心にホ卜トキ'ス科、ハ卜科や、ミノサザイが多く、それらと、

留鳥であるキ Yツキ科、ンジュウカラ科、ゴジュウカラ科、エナガ科、キパソリ科が観察され、平

野郎に次いで鳥帽は豊富である。

山林部は、前述したようにハギマンコ、ギンザンマンコの夏期の観察倒があり他にもイスカが 6

月中切に幻且の埠じ勺た40-日羽程白群となって阻察されたり、従来冬偽とされているマヒワが藍

期だけ観察される等、興時深い地域でもある。

環場的な区分で、一応このように整理してみたが、淡水ガそのコガモ、カルガモ、オナガガモ、

マガモやアオサギ等が海岸で採画していることや、オオハクチョウの若鳥が海上で羽を休めていた

(悪天候によるものかり〉こと等の観察例もあり、実際はもっと複雑である。

3 観察された鳥類の特徴

87年 1 月 -12月までに観察したものは37科 141種あり、既に報告文は担錫された181440種をあわ

せると 4訴ヰ181種となった。蓋 1 Iま科植教だけを単純に比較したものであるが、同じ日本海に埠か

ぶ離島である天売島とはほとんど変わらなく、旅鳥とされるものについては共通植が多く今後檀り

由経路等を考える障に番考になると考えられる。又、宗谷、留萌地域と比較してみると、これも共

通種がほとんどで、グンカ/ドリ科、コウノトリ科、 トキ料、ライチョウ科、キン科、ツル科、ク

jヒ 梅 遭 宗谷 留務地域 天 ヲモ 島 ~J 尻 a亀

日科 ω0 覆 51 科 257 樋 43 科 170 種 42 斜 182 種

表 1 観察された樋数の佐敏
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イナ科、セイタカンギ科、カワセミ科、が手'1尻品では観察倒がないだけに、科撞散は1少なくなってい

表 3 利尻島の鳥類割合一 2

表2 利尻島の鳥類寄j含 1

分 額 数(種〉 割合情}

水 向 49 27

陸 鳥 132 73

E十 181 100

る。

表 2 は、利尻島における観察倒を基本に 5 つのタイプに分殺し、その割合をみたものである。

暖かい地方で越冬し、夏期に.，尻島に誼来しているタイプの重刷 i41% と多く、これらのほとん

]どが利尻島でv.殖をする種で、利尻島が蜘期の諸条件

こ恵まれた地域であることを惟察させる。

現に 6 月中旬に石崎野島町躍では、簡をねだる ~I. 鳥た

ちの鳴き声が物事い音量となって森中に溢れている。

しかし、これは陸鳥に限ったことのようで、水鳥(海

鳥を酷く)に関しては、繁殖の可能性があるものはオ

ソドリ、カイ y プリ、 (早稲田大学生物同好会 i町S年

の諜査時 l 羽を盟事〉だけで、姫沼、オタドマリ沼の

条件では難しいようである。但し、調沼地帯でのカモ

類(掴は不明〉繁殖の朝告(斉藤晴雄 1974) があり、

今後の十分な調査カも必要である。

文、地毎週木島には普通に観察されるオオジュリハン

マアオジが、金融しか観察されないこと等も輿峠深い。

亘鳥に次いで多いのが置り途中に誼来する旅烏で、迷鳥も含めると 34% となり、キ '1尻島も誼りの

中継地又は休息地であるといえる。旅烏については、ガン、カモ科、ンギ科がもっとも多く、軟に

観察例が多いが春は比較自 V少なし、。更に、道内では冬ぬとされているレンジャク 2 種、アトリ、オ

オマンコ、 Y グミ等は旅烏として臨察されるが、今冬のようにツグミが越冬する(曜冬四せし、か ?l

等、状況によって変化することもあるようである。しかし、利尻島で越冬する冬鳥1l%のほとんと

が福島であることや、 i 年中観察される留鳥 14% はカラ類、キ :J "J キ科を中心とする森林性の植と

スズメ、カラス 2 種であることからして、冬白気候が厳しく越冬壇には同いていないことは十分考

分 煩 数〈種〉 割合情)

夏 '‘
74 41 II

冬 鳥 20 II

留 鳥 25 14

旅 Z鳥 " 31

迷 鳥 8 3

針 181 100

えられる。

この他、迷鳥とされる種が 6 種あるが、このっちベニパト、ホンムクドリは日本においても組察闘

が少なくルリガラは園内相の観察となり、直ちに利尻島の砧煩の特融とすることはできないが、特記

すべき鳥類として表 4 のように整理した。又、この 3 種以外白サンショウクイ、オオハクチョウ、コ

ルリガラ ペニハト ホンムクドリ

観察月日 87.11.8 87. II. 11 87.3. 28 一四

観察場所 オタドマリ沼湖砕 見返台車道線〈標高 140 刷) {山法志ゴミ役棄場

湖畔選多脇の柳の木にとま i昆路脇で餌をとうているの ムクド IJ ftt 4'に冬羽のもの

敏 察 時 るのをコアカゲラと共に舵 を恨察。倒にカケスがいた. を 1 羽割賛露。

の 状 視 務。アソの茎にもとまる。 l分もたたはいうちに飛ぴ去

る@

表4 特記すべき鳥類の詑録
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シジロウミツパメについても利尻島においては極めて稀れな種であり、特にコジロウミ Yパメは早

稲悶大学生物同好会198C年、 7 調査時に観察されたもので日本海北部の恒輔はこれだけと思われる。

4 まとめ

利尻島の鳥相の特徴は、霊鳥、旅烏の占める割合が 8 割弱と多いことがあげられる。これは北海

道本島と同様であり、利尻島ではより一層顕著である。又、猛禽類。9Yないのも特融としてあげら

れる。現在までに観察された曜はトピ、オジロワン、ハイタカ、ノスリ、ノ、ヤプサの 5 種で、この

うち長期に誼って闇察されるのはハヤブサとオグロワン白 2 種だけであり、 2 種とも個体散は 1 つ

がい程度と思われる。

この他、道北地犠に繁殖伊lがないとされているソパメが、以前(年不詳)利尻島で普通に監殖し

ていたと言われており、利院島の鳥相がより一層興味深いものであることを考えさせられる。

最後に、 87年中に行なった臨察カ叩l尻島全域としながら、山岳部白調査が著しく少ないことや、

海上の観察峻が利尻~稚内問自航路だけであること等、問題点が多く、今後十分な検討を加えて観

察を続けたし、。

小杉和樹 日本野鳥田会遭北支部会員

参考文献

寺沢孝鞍 l叩6: r天売島の鳥J

中西悟堂 l田6: r火の島利尻花の品礼文J 野鳥田6号

東京農業大学第一高等学校 1966: r利尻島動植物調査の記揖」

早稲田大学生物同好会 l岨o· r利尻島の動植物 j 早稲田生物 22

高野伸二 1982: r フィルドガイド日本の野鳥 J

高野伸三 1984: r野鳥鍛耳!いンドプ y ク J

野生生物情報センター l田5: rきたの鳥たち j

斉藤晴雄 1肝4· r宗谷地方の野鳥 J (段北の秘境国立公園 "I 尻礼文サロベ y所収)

47-



利尻町立樽物鰐年報第7. I郎8

利尻島月別観察鳥類リスト( '87年)

科 名 1重 名 2 3I4 5I6 718 91101112 摘聾

ア ピ オオハム 。 。 。 。 。 WI

カイ Yブリ カイツプリ 。 M 3

ハジロカイツプリ 。 M 2

ミミカイツプリ 。 。 。 。 。 WI

アカエリカイYプリ 。 。 。 。 。 WI

ミズナギドリ ハンボソミズナギドリ 。 。 。 MI

ウ ウミウ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R I

ヒメウ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R I

サギ アマサギ 。 M 2

コサギ 。 M 2

アオサギ 。 。 。 S

ガ〆カモ オオハクチョウ 。 A 3

オンドリ 。 。 S 2

マガモ 。 。 M 2

カルガモ 。 。 M 2

コガモ 。 。 。 M 2

ヒドリガモ 。 M 2

オナガガモ 。 。 M 2

ホンハジロ 。 。 M 2

キンクロハジロ 。 。 M 2

スズガモ 。 。 M 2

クロガモ 。 。 。 。 W 2

ピロ ドキンクロ 。 W 3

ンノリガモ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 WI

コオリガモ 。 。 。 。 。 W 2

ホオジロガモ 。 。 。 。 W 2

ウミアイサ 。 。 。 。 。 。 。 。 WI

カワアイサ
P

。 M 2

ワンタカ 卜 ビ 。 。 。 S 2

オジロワン 。 。 。 。 W 2

チドリ ゾロチドリ 。 M 2

メダイチドリ 。 。 M 2

ムナグロ 。 。 M 2

ンギ 卜ウネン 。 。 M 2

ハマソギ 。 M 2

コオパンギ 。 M 2

オパンギ 。 M 2

クサンギ 。 M 2

タカプンギ 。 。 M I

キアンシギ 。 。 。 MI
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科 名 す量 名 l 2 314 5e7 819 10II12 摘要
ンギ イソンギ 。 。 M 2

ゾリハシンギ 。 。 M 2

オオジソギ 。 。 。 S l

ヒレアソンギ アカエリヒレアンンギ 。 Ml

カモメ ユリカモメ 。 。 恥1 2

セグロカモメ 。 。 。 。 。 。 。 WI

オオセグロカモメ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 1

ワンカモメ 。 。 。 。 。 。 WI

ゾロカモメ 。 。 。 。 。 。
、" 1

カモメ , 。 。 M 2

ウミネコ 。 。 。 。 。 。 。 。 S 1

ハジロクロハラアンサゾ 。 。 恥1 3

コアグサγ 。 勘I 2

ウミスズメ ウミガラス 。 。 。 。 R J

ハンプトウミガフス 。 。 。 。 W J

ケイマフリ 。 Rl

アグラウミスズメ 。 。 。 W 2

ウミスズメ 。 。 。 。 。 W 2

エトロフウミスズメ 。 IV 3

コウミスズメ 。 。 。 。 IV 2

ウトウ 。 。 。 。 R 1
ノ、 ト ヘニハト 。 A 5

キジJぐト 。 。 。 。 。 。 。 s
アオバ卜 。 S 2

ホトトギス カッコウ 。 。 。 。 。 S

ツツドリ 。 。 。 。 。 S l

ホトドギス 。 S 3

アマツノ、メ ハリオアマッハメ 。 。 S 2

アマ Yパメ 。 。 。 。 。 S J

ヤ Yガシラ ヤソガンラ 。 M 2

キソソキ アリスイ 。 。 。 。 S J

ヤマゲラ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 2

アカゲフ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 Rl

コアカゲフ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 2

コゲラ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 1

ヒ Jマリ ヒハリ 。 。 。 。 。 。 。 。 S I

ツ，{メ ツノ〈メ 。 Ml

コソアカ'J/'{メ 。 S 2

イワツ，<メ 。 。 。 。 。 S 1

セキレイ キセキレイ 。 。 。 。 。 。 。 S 1

ハクセキレイ 。 。 。 。 。 。 。 。 S 1
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科 名 種 名 2 314 516 7 819 101112 f高要

セキレイ ピンズイ 。 。 。 。 。 S I

タヒ，、，) 。 MI

サンンョウクイサンンョウクイ 。 A 4

ヒヨドリ ヒヨドリ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R I

モズ モズ 。 。 。 。 。 R I

レンジャク キレンジャク 。 MI

ヒレンゾヤク 。 Ml

ミソサザイ ミソサザイ 。 。 。 。 。 。 。 S

ヒタキ コマドリ 。 。 。 。 。 s
ノゴマ 。 。 。 。 。 S

ルリビタキ 。 。 。 。 。 。 S 1

ジョウピタキ 。 Ml

ノピタキ 。 。 。 。 。 。 S

イソヒヨドリ 。 。 。 。 。 S

トフソグミ 。 。 。 。 。 S I

アカp、ラ 。 。 S l

ンロノ、フ 。 MI

Y タミ 。 。 。 。 MI

ウグイス 。 。 。 。 。 。 S 1

エゾセンーュウ 。 。 。 。 S

メマセノ二ュウ 。 。 。 。 S 1

コヨ γキリ 。 S 1

メポソムンクイ 。 。 。 S I

センダイムンクィ 。 。 S I

キビタキ 。 。 S 2

サメピタキ 。 。 。 。 S 1

コサメピタキ 。 。 。 。 S

エナガ ンマエナガ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 1

レノジュウカラ ハシプトガラ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 1

ヒガフ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 1

ンジュウカフ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 1

ルリガフ 。 A 5

ゴジュウカラ ゴジュウカラ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 1

キノ《ンリ キ，{ソリ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 1

メジロ メジロ 。 M 2

ホオジロ カソフグカ 。 。 Ml

ミヤマホオヅロ 。 。 Ml

ンマアオグ 。 S 2

アオジ 。 。 。 。 。 。 。 S 1

オオジュリン 。 。 。 S 2

アトリ アトリ 。 M 1
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'I、杉和樹利尻島の鳥

本T 名 種 名 1I2 314 516 718 91101112 摘要

アトリ カワラヒワ 。 。 。 。 。 。 。 。 S I

マヒワ 。 。 。 S 2

ベーヒワ 。 。 。 M 2

オオマメコ 。 MI

ギノザ〆マンコ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 2

イスカ 。 。 M 2

ペニマ γ ヨ 。 。 。 。 。 。 。 。 S 1

ウ ソ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 Rl

ν メ 。 。 。 。 。 。 。 。 S 1

ハタオリドり ニュウナイスズメ 。 。 。 S 2

スズメ
J 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 RI

ムクドリ コムクドリ 。 。 。 。 。 S J

ホシムクドリ 。 A 4

ムクドリ 。 。 S 1

カラス ミヤマカケス 。 。 。 。 。 W 2
ホンガラス 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R 2

ハンポソガゥス 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 RI

ハシプトガラス 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 R I

ワタリガラス 。 。 。 。 W 2
37手ヰ 141種

限集方法等

匝察は、現眠親 (9 Ii音〉、フィルドスコープ〈叩-40倍〉を周い、その種と断定できる塙合のみ

『さえずり j も確認の手段とした。又、観察日や観覇地壇は私の都合で、間隔が開き過ぎたり、捕っ

ていたりとリスト中疑問な点があると思われるが、あくまでも観察を基本にまとめたものである。

リスト中摘聾欄白記号は下紀白とおり。

このリストは、従来の調査報告及び掴人的な観察をされている方々からの情報をまとめたもので

あり、脱落しているらのもあると里われるが、それらについては、置料・情報の収集を積極的に嘩

め今後白樺会に追求したい。

R 宙 偽 1 曽 通

S 璽 鳥 2 少 '. L 、

W タ、丈 鳥 3 利尻島では練れ

M 臨 民 4 北海道では緑れ

A 迷 鳥 5 B ，広で も稀れ
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剰間町立得物防年詔第11降 1988

利尻島で既に観察されている鳥類リスト

料 名 種 名 間察月 摘 要

ミズナギドリ フ Jレマカモメ 7 早大生物岡野会(1 979) 高野(I鈴5)

アカアンミズナギドリ 6 ・ 7 ・ 8 早大生物岡野会(I979)黒岡高野中西(1965)

ハイイロミズナギドリ 6 ・ 8 早大生物河好会(1979) 瓢個 中西(I舗の

ウミ')~{メ コゾジロウミツノ〈メ 7 早大生物同好会(I979)

サギ ダイサギ 5 国安(1987)

チュウサギ 5 鴛泡で保慶されたが翌日~鳥(I総3)

ワ γタカ ハイタカ 7 早大生物伺好会(1919)

ノスリ 7 東.犬繁高校高野(I舗の

ハヤブサ ノ、ヤプサ 7 高野(I'町)山野井(lSBT

ンギ キョウジョシギ 7 ~大生物閉会(I刑)

ヤマンギ ? 早大生物同好会(附}

トゥノクカモメ クロトウゾクカモメ 7.8 高野中西(1955)

カモメ ミ Yユピカモメ 6.7 嵐岡高野(1 00幻

フクロウ ンロフクロウ 1I 鬼協で保IIされ剣箱動物関収容 ([986)

コノノ、ズク 6 累悶(I総5)

ヨタカ ヨタカ e 時大第高校(I臨)

ブッポウゾウ ブッポウソウ 5 侮オ， (童手不務)

キツツキ クマゲラ 全期 下河S襲安留他(1981)

セキレイ セグロセキレイ e 県農大第高校(I鑓5)

モス アカモズ 8 m囚高野(100の

オオモズ s 安困(19日)

イワヒ，{リ イワヒJξ リ 6 東.大第ー高校(I総5)

カヤクグリ 6 高野中西(I郎各)

ヒタキ コ jレリ 7 早大生物局好会 (979)

マミジロ 7 手大生物同好会 (I幻9)

クロツグミ 6.7 m岡高野(I鈴5)

ヤプサメ 6 早大生物同好会(1 979) 黒図(19日)

マキノセンーュウ 7 高野 096の

ンノベリアセンニュウ 6 属国(19泌51

オオヨンキリ 7 中西(I鵠5)

ヱゾムンクイ 7 東農大第高校(1979) 鳳租高野(1965)

コメボソムレノクイ 7 黒国高史f (I鈎5J

シジュウカフ ヤマガフ 6 東農大第高段(I臨)

ホオグロ クロゾ 7 高野(I田)

ノジコ e ~農大第一高校(1965)

ホオジロ 6 時大娘一献(I臨)

ホオアカ 6.7 課図高野(I駁ヨ5)

Yメナガホオジロ 11 山野井(1 987)

アトリ F、ギマンコ 7 早大生物周好会(1979)

イカル イカ Jレ 6 黒図中西(1965)

19科 40噛
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